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資 料

除草の風土 〔5〕

ラオス中部の水田にみられる多様な草本植物

小坂康之 (京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科)

田んぼ の畔 を歩 いて い ると, 一 際 目立つ 花に

出 会 った。 ラ ン科 ミズ トンボ属の1種 Habenaria

rostelliferra で あ る。野生 ランの咲 く田んぼにおける,

人 と植物 との関わ りを知 りたいと思った。

ここラオス中部サワンナケー ト県の丘陵地には, 

広 く水田が拓 かれている。 作型は水田の水条件に

よって異な り, 丘 陵部で は雨季作 が, 平 地や丘陵

部でも湧水の ある場所では雨季と乾季の二期作が,

雨期に深 く堪水す る土地では減水期作がおこなわれ

る。雨期は5-10月, 乾期 は11, 4月 である。 雨季作

では, 5月 に耕起, 6月 に移植, 10月 か ら11月 に か

けて収穫, 乾 季作 と減水期作では12月 に耕起, 1月

に移植, 3月 か ら4月 にかけて収穫する。 この地域

では, 農 薬はまだほとんど使用されていない。 収量

は, 土 質や肥料の投入量, 天候によって大きく左右

され, 0.8t/haか ら2t/ha程 度 とされる1)。

最近では トラクターを所有す る世帯 も増加 してい

るが, 水牛による耕起を行う世帯の方が多い。水牛

は, 稲の作付期間中には水田脇の草地や屋敷地周囲

に繋がれ, 前年度に収穫 した稲藁を与えられる。そ

して収穫後には水田に放牧される。また作付期間中

に, 飼主に連れられて畦畔の草を食むこともある。

第1図 は, 雨季盛期の午前10時頃に撮った水田風景

である。中央奥の男性は, 前日の大雨による増水の

対策として水口を補修 している。そして右の女性は,

のんびりと草を食む水牛を紐で引いて畦畔の上を誘

導 し, 途中立ち止まりながらゆっくりと移動 してい

る。図中央の畦畔では, 草がほぼ一定の高さに食い

込まれている。人手による畦畔の除草が行われてい

ないことから, このような水牛の飼養法は, 結果と

して除草の役割を果たしていると考えられる。

畦畔植物2)は, 場所や季節によって大きく異なる。

季節 ごとに代表的な種 を挙げ ると, 雨季 には

Adeusu spp.(ゴ マ ノパ グサ科), Burmannia

第1図 水 牛に 畦 畔 の草 を食 ませ て い る よ うす
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coelestis (ヒ ナ ノシ ャ ク ジ ョウ科), (Chrysopogon

aciculatus (イ ネ科), Cyperus spp. (カ ヤ ツ リグサ

科), Fimbristylis pauciflora (カ ヤ ツ リグサ 科),

Lindernia spp. (ゴ マ ノバ グサ科), Murdammia spp.

(ツ ユ クサ科), ヌ メ リグサ (イ ネ科) な ど, そ

して乾季には Coldenia procumbems (ム ラサキ科),

Grangea maderaspatanna (キ ク科) などが観察 された。

畦畔植物の中には, Habenaria rostellifera (第2図),

Kaempferia galnga (シ ョ ウガ科) な ど, 開 墾 前の

林地の残存種 と考 えられるものもある。 また 「Flora

of Thailand」 で希少種 とされている, ナ ガバ ノイシ

モチソウ (モ ウセンゴケ科) や Stylidium kunthii (ス

チ リジウム科) も確認された。

水田内の草本植生は, 主 に水条件によって分類 さ

れた。雨季にのみ湛水す る水田では, 雨季 にヒデ リ

コ, タゴボウモ ドキ, キ カシグサなど, そ して乾季

に トキ ンソウ (キ ク科), Glinus oppositifolius (ツル

ナ科) な どが多く観察 される。年間を通 じて湛水 し

てい る水田には, Limnophila villifera spp. gracilipes

(ゴ マ ノパグサ科), ヤ ナ ギスブタ, コナギ, ノ タ

ヌキモなどが優占 している。

調査 を行った2力 村において除草の対象と して認

識 されていた種は, わずか3種 にす ぎなかった。 ヒ

デ リコ, タ ゴボ ウモ ドキおよび Limnophila villifera

ssp. gracilipes で ある。湧水の流れ込む水田では, 稲

の収穫後, L. villifera ssp, gracilipes が田面 を覆いつ

くす ことがある。そのような際, 黎 がけの前に, ク

ワを用いて数人がか りで田面 を耕 し除草を行 う。そ

うしないと, 絨毯のように広がった同種の根によっ

て黎がけが妨げ られ るとい う。 ヒデ リコとタゴボウ

モ ドキは, 時 に稲の背丈 を越 えて高密度で生育する

ことがある。 しか し, 特 に繁茂 した ときに手取 りに

より除草 されるだけであり, 全 く除草 が行われない

筆 もある。Inamura ら3)は, ラオ ス中 ・北 部におけ

る天水田のやせた土壌条件下では雑草の生育が悪い

ことを報告 している。

一方, 水 田の草本植物 は, 直 接的 あるいは間接

的に人々の生活 に役立 っている。G. oppositifolius,

Limnophila geoffrayi (ゴ マ ノバグサ科), ヤ ナ ギス

ブタ, コ ナギ, ナ ンゴクデンジソウなどは食用 とさ

れ る。特にL. geoffrayi は, ラオ スの最 も一般的な家

庭料理 であるタケノコスープ (keng noomai) の材

料 として欠かせ ない。 本種 は雨季に しか生育 しない

ため, 雨季 に採集 したもの を乾燥保存 して乾季にも

用 いるほどである。 また, Cyperus corymbosus (カ

ヤ ツリグサ科) と Cyperus pilosus (カ ヤ ツリグサ科)

を用いたゴザ織 を生業 とする村もある。

年間の水田植生調査が終 わりに近づいた頃, 収穫

後の田んぼ一面に Xyris indica (ト ウエンソウ科) が

咲 きそろっていた。 一緒にいた村人は, 黄 色いお花

畑 を前にして, 「ガーム ・ノー」(綺 麗だなあ) とつ

ぶやいた。 日本の春, 田 起こし前の田んぼに広 がる

ゲンゲや スズメノテッポウを眺めるような感覚 なの

だろうか。

第2図 水 田 の畦 に咲 く Habenaria rostellifera
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